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１．実施内容

出勤予備の者の１日当たりの労働時間は７時間10分とする。

２．その他

①早目出場の見直し ⇒ ３分前出場は労働時間としない。

②発車看視の廃止 ⇒ 乗り継ぎ後、その場から離れることができる。

③入区点検の見直し ⇒ 入区点検を留置手配に改める。(在姿状態確認の廃止)

④点呼箇所と休養室間の移動時間の取扱い ⇒ 移動時間は労働時間としない。

⑤起床点呼後における付加時間の一部見直し

⇒ 業務指示のない５分間は労働時間としない。

⑥帰着点呼の廃止

⇒終了点呼で乗務内容の報告を行うことで作業の見直しが図られる。

⑦運転士による始発列車のドア扱い等を全支社の取扱いとして拡大する。

３．実施期日

２０２１年度末ダイヤ改正（予定）。


